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　一年の光陰は矢の如し、福島での勤務はもうそろそろ終わり
ます。去年、福島に着いたばかり、花見山に揺れ動いている桜
の花、春の陽射しに射される福島の市街、人々の顔に映ってい
るささやかな喜び、心温かかった印象が昨日のことのように目
の前に浮かんできます。今日の福島はまだ雪が舞い落ちたりし
ますが、春の気配がだんだん近づいてきています。
　朝、出勤するたびに、必ずゆっくり流れている阿武隈川を見
ます。そして、詩人の高村光太郎の言葉を心の中で吟味します：
あれが安達太良山、あの光るのが阿武隈川…
　これはただ単純にふるさとへの賛美だけではなく、確かに福
島の大地から自然の恩恵を切々に感じたために出た言葉で
しょう。確かにここには東京で見えないほんとの空が見えるの
です。果実のふるさと、温泉のふるさと、豊富な物産、独特な
会津地域の文化、武漢人に忘れさせられない冬の景観、また刺
激があり今でも恋しいスキー場。
　福島の自然はまだ世の中に知られていない魅力があり、み

なさんに掘り起こされることを待っています。肝心なことは
外部の世界の人々に福島の魅力を知らせ、福島に来させて体
験させることなのです。福島をPRする仕事はたくさんありま
す。もちろん、福島とゆかりがある者として、帰国後も積極的
に福島のことを宣伝します。嬉しいことは、福島県が中国上海
に事務所を設けることになるため、福島は世界へ、中国人は福
島へと、いい条件を整えることになりました。近い将来、多く
の中国観光客が福島に、風光明媚な自然と風俗習慣文化を楽
しんで来ることが期待できます。福島の方々も私の美しいふ
るさとへ来て、文明古国の文化や経済発展の現状を見ていた
だきたいです。
　私が選んだ職業は、中日両国交流の懸け橋に役立つものです
から、今回福島を離れても、またいつか仕事で「うつくしま福
島」に来る可能性があると思うので、さよならとは言いません。
福島の魅力が末永く続くとともに、福島県人の幸せを心から祈
念します。　　　　　　　　　　　　　国際交流員　盧　峰　

さよならと言わない

国際交流グループからのお知らせ
　「眺望」につきましては、1994年８月の第１号発行以来、今号まで多くの皆様に御愛読をいただいて参りましたが、平
成16年度より新号の発行については、ホームページ上のみでの掲載となります。
　アドレスは以下のとおりです。今後とも引き続き御愛読くださいますようお願い申し上げます。
　http://www.pref.fukushima.jp/kokusai/non_contents/china/choubou/index.html
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